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今回は、小学部・中学部・高等部の学校での活動について紹介します。 

          

 小学部では、くましえん祭に向けて生活単元学習「わくわく どきどき すてきな おみせやさん」

に取り組んでいます。この単元では、子供たちがお店の店員さんとしての自分の役割を理解し、その役

割に自ら取り組んでいくことを目標として取り組んでいます。お店はボウリングやダンスが楽しめる

「くまスターレーン」、ぷにぷにした柔らかい手作りスクイーズがある「ぷにぷにざっか」、風船マット

やウォータークッションで子供たちと一緒に遊べる「カラフルひろば」の３店舗があります。子供たち

は、お客さんに喜んでもらえるように毎日一生懸命役割を意識して準備をすすめています。 

 くましえん祭にお越しの際は、ぜひ小学部棟にお越し下さい。子供たちが、わくわくどきどきさせて

くれる素敵なお店屋さんで皆さんをお待ちしています。 

 

 

 

 

 

           

 中学部では、くましえん祭に向けて作業学習に取り組んでいます。地域の竹

やい草を使った和紙製品、今年は６種類（年賀はがき、お祝い封筒、ポチ袋、

カレンダー大・中・小）準備しています。ミキサーがけ、流し込み、ためす

き、ローラーがけ、製品加工の工程に分かれて、協力しながら丁寧に和紙を作

りました。販売に向けて、製品の袋詰め、会計やＰＲの練習にも取り組みまし

た。１４人という少人数ではありますが、元気いっぱい、パワフルに販売を行

います。ぜひ中学部紙工班にお越しください！！ 

 

 

 

 

☆小学部☆ 

☆中学部☆ 



           

  高等部３年生が取り組む最後の現場実習が、9月１３日（水）から 9月２８日（金）までの１０日

間で実施されました。遠くは熊本市内の済生会ウイズ（Ｂ型事業所）、八代市内の杉本鉄工建設（一般

事業所）、ながしょう（Ａ型事業所）、八代学園（生活介護）、水俣市内のまどか工房（生活介護）か

ら、地元人吉・球磨では、ニシムタ（一般事業所）、白いキャンバス（Ｂ型事業所）、ナチュラル（一般

事業所）、つつじヶ丘学園（Ｂ型事業所）、リバーサイド御薬苑（一般事業所）、ナビック（一般事業

所）など様々な事業所での現場実習となりました。今回の現場実習で卒業後の進路決定につながった生

徒もいるようです。 

 くましえん祭のステージ発表で高等部３年生は、実習報告会を行いますので、たくさんのご来場をお

待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆高等部☆ 

～進路の窓～  「教えること・見守ること」 

小さい頃から、子供たちは、何かしてほしいときに「声に出したり」 

「手をのばしたり」「じっと目を見たり」「その場に立ち止まった 

り」しながら要求を伝える姿が見られます。大人は、それを察知 

して、子供たちの要求に答えようとします。自分が発信したこと 

で、周りの人が動いてくれることを知り、さらに自分から、いろいろな手段を用いて発信しよう

という意欲が高まっていきます。 

 ところが、子供たちが発信する前に、「こうしたいのだろう。」「こうしたらいいね。」などと、

大人が言いすぎたり、手を出しすぎたりすることを続けていたら、子供たちは、待つようになり、

発信する工夫をしなくなるのではないでしょうか？ 

 私たち大人が、するべきことは発信したときにしっかりと受け止め、褒め、見守り、さらに新

しい手段の発信を教え積み重ねていくことが大切ではと考えます。 

                                                       


